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7月1日現在（）内は前月比

9人□126,822人(+76）
男/63,377人女/63,445人

心世帯数44,698世帯(+74）

霞
近
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
、
人
体
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
い

う
こ
と
で
、
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
、
我
孫
子
市
の
現
状
と
皆
さ
ん
か
ら

の
質
問
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
Ⅱ

Ｑ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は

生
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
た

Ａ
、
塩
素
を
含
む
物
を
焼
や
し
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
動
物
実
験
の
結

際
に
発
生
す
る
、
ガ
ス
の
中
に
含
果
で
あ
り
、
人
体
に
つ
い
て
は
ま

ま
れ
る
有
害
な
化
合
物
で
す
。
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

特
に
、
ゴ
ミ
を
焼
や
し
た
際
に
Ｑ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
ど
の

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
う
に
し
て
人
体
に
摂
取
さ
れ
る

Ｑ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
人
体
へ
の
で
し
ょ
う

の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
Ａ
、
食
物
、
大
気
、
水
な
ど
か
ら

え
ら
れ
ま
す
か
摂
取
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
、
ダ
イ
オ
キ
、
ン
ン
類
で
考
え
ら
Ｑ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
分
解
で

れ
る
人
体
へ
の
影
響
は
、
生
殖
異
き
な
い
の
で
す
か

常
、
ホ
ル
モ
ン
異
常
、
神
経
状
態
Ａ
、
ダ
イ
オ
キ
・
ン
ン
類
住
分
解

の
異
常
、
免
疫
異
常
、
ガ
ン
の
発
し
に
く
い
物
衝
で
す
が
、
プ
ラ
ズ

ダ
イ
オ
率
勤
ン
回
昌
Ａ

我
孫
子
市
の
現
状
に
つ
い
て

ゆずりあいさわやか笑顔で

交通安全１
４
１
１
１
１
１
１
４
４
く
１

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施

交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
県
内
の
交
通
事

故
死
亡
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
と
最
悪
の
状
態
で
す
。
夏

休
み
期
間
中
は
旅
行
な
ど
出
か
け
る
機
会
も
多
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
事
故
も
増
え
ま
す
。
お
互
い
に
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ゆ
ず
り
あ
い
の
精
神
で
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。
Ⅱ
交
通
整
備
課
・
我
孫
子
蜜
察
署
Ⅱ

マ
放
電
と
い
っ
た
物
理
的
な
方
法

や
、
化
学
薬
品
を
使
っ
た
方
法
に

よ
る
分
解
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
《

Ｑ
、
焼
却
炉
か
ら
出
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
濃
度
の
規
制
値
は

Ａ
、
焼
却
炉
か
ら
出
る
排
ガ
ス
中

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
は
、
平
成

８
年
度
の
基
準
で
、
釦
ｎ
ｇ
ｌ
Ｔ

Ｅ
Ｑ
／
Ｎ
耐
で
す
。

※
ｎ
ｇ
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
・
・
・
ｍ
億

分
の
１
グ
ラ
ム
。
東
京
ド
ー
ム
９

杯
分
の
排
ガ
ス
中
に
、
１
グ
ラ
ム

程
度
含
ま
れ
て
い
る
割
合
に
な
り

ま
す
。

※
Ｔ
Ｅ
Ｑ
・
・
・
毒
性
等
逓
と
い
い
、

も
っ
と
も
議
性
が
強
い
物
質
に
換

算
し
た
波
度
で
す
。

※
Ｎ
耐
（
ノ
ル
マ
ル
立
法
〆
ｌ
卜

ちょっとした気のゆるみが…

ル
）
・
・
・
０
℃
１
気
圧
に
お
け
る
１

立
方
メ
ー
ト
ル
の
体
職

Ｑ
、
人
体
が
１
日
に
摂
取
し
て
も

安
全
と
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

曇
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か

Ａ
、
１
日
に
体
重
１
姥
あ
た
り
の

摂
取
許
容
鐙
は
ｍ
ｐ
ｇ
で
、
１
９

９
０
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
が
出
し
た
数
値
で
す
。
人
は

１
日
に
、
野
菜
や
魚
か
ら
平
均
２

か
ら
５
ｐ
ｇ
を
摂
取
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
ｐ
ｇ
（
ピ
コ
グ
ラ
ム
）
…
１
兆

分
の
１
グ
ラ
ム

Ｑ
、
国
が
公
表
し
た
、
各
自
治
体

の
焼
却
施
設
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
穣
度
は
、
ど
こ
で
測
定
し
た

も
の
で
し
ょ
う
か

Ａ
、
今
回
公
表
き
れ
た
数
値
は
、

煙
突
出
口
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
々
ン

ン
挫
度
で
す
。

Ｑ
、
本
市
に
お
け
る
数
値
は
、
ど

７
月
即
日
〈
日
）
か
ら
８
月
加
日

（
水
）
ま
で
「
夏
の
交
通
事
故
防
止

連
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

７
月
１
日
現
在
、
県
内
の
交
通

事
故
死
亡
者
数
は
、
２
５
５
人
と

昨
年
同
時
期
に
比
べ
る
と
詔
人
の

増
加
。
２
月
嘔
日
に
全
国
ワ
ー
ス

ト
ー
に
な
っ
て
以
来
、
不
名
誉
な

記
録
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
楽
し
い
夏
休
み
が
始

ま
り
、
家
族
連
れ
で
海
や
山
に
出

か
け
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も
外
で

遊
ぶ
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
は
旅
行
な
ど
へ
出
か
け
る

緋
◎
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

目
◎
高
齢
者
と
子

点
◎
自
転
車
の
涌

値
◎
シ
ー
ト
ベ
ル

０
卜
，
■
Ｐ
■
、
ｒ
ｈ
ｒ
Ⅱ
ｂ
ｒ
Ｌ
グ
ー
Ｌ
Ｆ
ｌ
０
ｒ
ｌ
Ｆ
卜
０
巳
Ｆ
１
Ⅱ
Ｐ
１
．

１
１
１
１
４
口
ｑ
４
、
１
０
Ⅱ
ｊ
ぐ
１

◎
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
等
無
謀
運
転
の
防
止

◎
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

◎
自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
向
上

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

れ
く
ら
い
で
す
か

Ａ
、
市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
焼
却
炉
か
ら
出
き
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
調
査
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

８
年
度
の
焼
却
炉
に
お
け
る
排

ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
、
ン
ン
湛
度
は
、

４
．
７
ｎ
ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
Ｎ
脈
で
す
。

Ｑ
、
本
市
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
行
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う

Ａ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
不
完
全

燃
焼
の
際
多
く
発
生
し
や
す
い
こ

と
か
ら
、
安
定
燃
焼
、
完
全
燃
焼

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集

等
に
よ
り
ゴ
ミ
の
排
出
量
や
燃
焼

鐘
を
減
ら
し
、
ダ
イ
オ
キ
ー
ン
ン
の

削
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

マ
イ
カ
ー
の
最
も
増
え
、
思
わ
ぬ

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
、
夜
間
の
外

出
が
多
く
な
る
の
で
、
外
出
の
際

に
は
目
立
つ
よ
う
に
明
る
い
服
装

に
す
る
か
、
反
射
材
を
つ
け
る
な

ど
の
工
夫
を
し
、
自
転
車
に
乗
る

と
き
も
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り

と
ゆ
ず
り
あ
い
の
心
を
持
っ
て
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。’

今
年
も
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を

込
め
て
手
震
沼
花
火
大
会
が
、
８

月
２
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
８
時

釦
分
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
交
通
率

故
を
防
止
す
る
た
め
「
ち
び
っ
こ

交
通
安
全
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
、
家
庭
は
も

と
よ
り
幼
児
期
か
ら
の
習
憧
づ
け

が
蝦
も
効
果
的
で
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
な

ど
で
正
し
い
歩
行
の
し
か
た
を
中

心
と
し
た
安
全
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
家
族
で
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
率
日
（
土
）
開
場
・
・
・

午
後
１
時
釦
分
、
開
演
…
午
後
２

時▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
＊
劇
団
ピ
ソ
カ
リ
座
公

減
交
通
安
全
劇
「
ポ
ッ
キ
ー
ち

ゃ
ん
の
交
通
安
全
教
室
」
＊
歌

の
お
姉
ざ
ん
シ
ョ
ー
＊
千
葉
県

「手賀沼花火交通規制図

手
賀
沼
花
火
大
会

6

ち
び
っ
こ

交
通
安
全
大
会

、_ノ

夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
る

淵

傍

一
第
２
回
市
識
会
定
例
会
が
６
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
．
（
平
一

一
月
、
日
か
ら
霊
日
ま
で
開
催
ざ
成
加
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
）
一

一
れ
、
（
仮
称
）
湖
北
台
地
区
近
◎
環
境
条
例
…
環
境
保
全
に
関
一

一
隣
セ
ン
タ
ー
新
築
工
率
請
負
契
す
る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
一

一
約
の
締
結
な
ど
７
議
案
が
可
決
に
推
進
し
ゞ
将
来
に
わ
た
り
健
一

一
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
特
に
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保
を
一

一
市
民
生
活
に
関
係
の
深
い
２
つ
図
る
た
め
、
我
孫
子
市
の
生
活
一

一
の
条
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
環
境
や
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
一

一
．
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
い
て
、
市
民
行
政
、
事
業
者
一

一
例
：
．
清
潔
で
快
適
な
環
境
の
確
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
一

一
保
、
環
境
美
化
・
再
査
源
化
の
も
に
、
「
環
境
基
本
計
画
」
を
一

推
進
を
図
る
た
め
、
空
き
缶
類
．
策
定
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
一

ゞ
が
ら

吸
い
殻
類
・
釣
り
具
の
散
乱
防
え
方
を
定
め
て
い
ま
す
。
（
、
一

一
止
、
飲
料
の
自
動
販
売
機
に
関
月
１
日
か
ら
施
行
）

す
る
規
制
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
害
蕃
易
２
つ
の
条
例
の
詳
細
に
一

防
止
、
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
つ
い
て
は
、
後
日
広
報
あ
び
こ

グ
の
自
粛
な
ど
に
関
し
必
要
な
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

警
察
音
楽
隊
演
奏
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
▼
入
場
券
配
布
７
月
準
日
（
火
）

ド
隊
に
よ
る
演
技
か
ら
（
入
場
券
は
無
く
な
り
次
第

▼
入
場
方
法
交
通
整
備
課
（
市
締
切
り
ま
す
）

役
所
本
庁
２
階
）
、
各
支
所
、
行
▼
定
員
先
着
１
０
０
０
名

政
連
絡
所
で
配
布
す
る
無
料
入
場
▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課

券
を
当
日
持
参
。
壷
（
串
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の

２
市
１
町
合
同
で
盛
大
に
夜
空
を

彩
る
花
火
大
会
を
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
き
い
◎

白
Ｕ
ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ
ｑ
も
Ｉ
ｂ
Ｅ
９
６
ｔ
０
Ｑ
Ｅ
ｑ
ｑ
も
■
も
１
”
も
も
■
。
■
■
５
■
ｑ
ｇ
Ｂ
Ｔ
ｅ
ｂ
Ｃ
Ｑ
Ｏ
■
Ｑ
ｈ
ｑ
目
■
口
守
且
弓
Ｑ
■
■
Ｑ
■
■
ｑ
Ｑ
ｑ
ｂ
色
Ｕ
も
も
■
６
ｈ
日
＄
毛
Ｉ
ｑ
０
１
ｑ
ｂ
６
》
ｂ
６
マ
ｂ
Ｂ
Ｕ
ｑ
も
ｑ
ｂ
Ｂ
ｑ
ｑ
ｂ
ｑ
０
■
ｑ
ｑ
６
ｑ
ｑ
■
９
句
ｈ
９
Ｑ
ｂ
ｖ
ｑ
０
ｑ
０
１
ｑ
９
６
ｑ
ｑ
Ｏ
ｑ
少

一
一

タ

タ

ー
一

や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例
．
一

の一

わ
さ

幸一の一年一■

一
一

環
境
条
例
制
定
さ
れ
る
一

今一●一タータ

ー
一

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

▼
日
時
８
月
２
日
〈
土
｝
午

後
７
時
か
ら
８
時
釦
分
（
た

だ
し
、
雨
天
・
荒
天
の
場
合

は
３
日
ま
た
は
９
日
に
順
延
）

▼
我
孫
子
会
場
打
ち
上
げ
場

所
手
徴
沼
公
園
沖
湖
上

《
交
通
規
制
〉

当
日
は
、
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で
交
通
規
制
（
上
図

参
照
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
手
鏡
沼
公
園
か

ら
北
柏
ま
で
の
道
路
は
、
午
後
２

時
か
ら
駐
車
禁
止
で
す
）

会
場
へ
は
竃
車
ま
た
は
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
我
孫
子
駅
か
ら
の
パ
ス

は
、
午
後
５
時
釦
分
以
降
第
一
小

経
由
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
鐘
沼
花
火
大

会
実
行
委
員
会
電
（
理
）
３
１
３
１

ま
た
は
、
市
商
工
観
光
課
壷
（
顕
）

１
１
１
１
内
線
５
０
５

※
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
壷
０
１
８
０
（
９

９
）
４
１
８
７
（
朝
８
時
か
ら
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内

〆~、

’
成田線みんなの力 複線 化て
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駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
お
年
寄
り
や
車
イ
ス
利
用
者

な
ど
の
通
行
を
妨
げ
、
街
の
美
観

も
損
ね
て
い
ま
す
。
も
し
災
害
が

発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

避
難
路
を
ふ
さ
ぎ
、
緊
急
車
両
の

妨
げ
に
な
り
、
人
命
に
か
か
わ
る

問
題
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
市
で
は
、
自
転
車
駐
車

場
の
確
保
や
、
整
理
員
の
配
澁
、

放
壷
自
転
車
の
撤
去
な
ど
、
自
転

車
放
澄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
（
金
）
か
ら
は
、
我
孫

子
駅
周
辺
に
続
い
て
、
天
王
台
駅

周
辺
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
ま
す
。
（
下
図
参
照
）
こ

の
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
は
保
管
所
（
泉
、
の
９
）
に
強

制
的
に
移
送
・
保
管
し
ま
す
。

保
管
さ
れ
た
自
転
車
の
引
き
取

定
の
市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
、
土
・
日
蝿
日
は
除
く
）
ま
で
小

し
ま
す
。
に
、
市
役
所
人
事
課
へ
職
種
ご
と
表

市
で
は
、
平
成
、
年
度
採
用
子
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
た
だ

職 員を募集市
８
月
１
日
か
ら
天
王
台
駅
周
辺
が
放
置
禁
止
区
域
に
な
り
ま
す

申し込みは7月28日(月)から8月8日(金)まで

▼
職
種
・
資
格
表
２
参
照
の
必
要
書
類
と
共
に
提
出
し
て
く

な
お
、
保
母
交
）
・
福
祉
総
だ
さ
い
。

合
職
・
司
書
・
学
芸
員
の
職
種
は
、
※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
８
日

外
国
締
の
方
も
受
験
で
き
ま
す
。
（
金
《
消
印
有
効
）
の
も
の
ま
で
受

（
た
だ
し
、
福
祉
総
合
城
に
つ
い
け
付
け
ま
す
。

て
は
、
外
国
繕
の
方
は
、
「
公
権
▼
試
験
日
９
月
幻
日
（
且

力
の
行
使
」
ま
た
は
「
公
の
意
志
▼
試
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

形
成
へ
の
参
画
」
を
す
る
城
務
に
▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
人
事
係

携
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
）
壷
（
閉
）
１
１
１
１
内
線
２
３
２

▼
必
要
書
類
等

①
試
験
申
込
書
（
人
事
課
で
交
付
）

②
写
真
１
枚
（
縦
４
．
５
、
横
３
．

５
セ
ン
チ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
写
真

と
同
サ
イ
ズ
）
上
半
身
無
帽
で
最

近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

③
峨
種
ご
と
に
次
の
書
類
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
（
表
１
参
照
）

▼
受
験
手
続
き
自
筆
の
試
験
申

込
書
に
写
真
を
の
り
付
け
し
、
７

月
詔
日
（
月
）
か
ら
８
月
８
日
（
金
）

り
に
は
、
身
分
を
証
明
す
る
書
類
、

印
鑑
と
移
送
・
保
管
に
要
し
た
費

用
（
１
０
３
０
円
）
が
必
要
で
す
。

移
送
後
即
日
を
経
過
し
て
も
引
き

取
ら
れ
な
い
自
転
車
は
、
条
例
に

従
っ
て
処
分
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

天
王
台
駅
周
辺
に
は
４
か
所
の

自
転
車
駐
車
場
（
下
表
参
照
）
が

あ
り
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天
王

台
南
、
天
王
台
駅
北
口
第
２
自
転

車
駐
車
場
の
収
容
台
数
に
は
、
ま

だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
、
放
澄

自
転
車
の
な
い
き
れ
い
で
安
全
な

街
に
す
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

（
題
１
１
１
１
内
線
３
３
０

受験に必要な書類▼天王台駅周辺自転車駐車場

’ ’ ’’
’

表2．採用職種・受験資格

▼自転車放置禁止区域図

あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

８
月
１
日
開
誰
の
第
ｎ
期
受
識
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
日
本
語

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
ニ
太
郎
）
を

は
じ
め
、
表
計
算
ソ
フ
ト
三
ク

セ
と
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
弱
な
ど

の
講
座
や
〃
一
太
郎
バ
ー
ジ
ョ
ン

８
〃
を
使
っ
た
「
日
商
検
定
試
験
」

を
め
ざ
す
識
座
も
併
せ
て
開
講
し

ま
す
。
（
下
表
参
照
）

ま
た
、
誰
座
以
外
の
時
間
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
を
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
の
で
、
繰
り
返
し
練
習
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
パ
ソ

コ
ン
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
学
生
の
方
は
特
別
料
金
で

市
内
在
住
・
在
学
の
学
生
の
方 筐

あ
び
こ

Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

’

民
ブ
ラ
ザ
バ
ソ
コ
ン
教
室

が
７
．
８
月
に
一
太
郎
、
エ
ク
セ

ル
初
級
編
を
受
誰
さ
れ
ま
す
と
、

受
誹
料
が
学
生
料
金
（
１
万
５
７

０
０
円
）
に
な
り
ま
す
。
申
し
込

第
Ⅲ
期
受
講
生
を
募
集
筆
壜
鮮
渥
譽
ぃ
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
体

▼PCカレッジ講座
平
成
９
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら

す
べ
て
の
事
業
所
二
部
の
特
例

事
業
所
を
除
く
）
で
週
“
時
間
労

働
制
が
全
面
的
に
適
用
き
れ
て
い

ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
週
如
時

労
働
時
間
は
週
州
時
間

４
月
１
日
か
ら
全
面
的
に
適
用

む
際
に
、
学
生
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
相
談
の
ご
利
用
を

毎
月
第
４
金
峨
日
の
午
前
、
時

間
労
働
制
の
円
滑
で
確
実
な
定
着

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
週
“

時
間
労
働
制
を
定
着
さ
せ
る
た
め

に
、
事
業
主
を
対
象
に
実
施
方
法

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

／

館
日
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

を
除
く
毎
日
、
午
前
、
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
に
、
直
接
市
民
プ
ラ

ザ
壷
（
記
）
２
１
１
１
へ

鋤
分
か
ら
正
午
ま
で
「
パ
ソ
コ
ン

な
ん
で
も
相
談
」
（
予
約
制
）
を

ま
た
、
４
月
１
日
ま
で
に
週
所

定
労
働
時
間
を
“
時
間
以
下
に
短

縮
し
た
中
小
企
業
事
業
所
を
対
象

に
、
一
定
の
助
成
を
行
な
う
「
中

小
企
業
労
働
時
間
制
度
改
善
助
成

金
」
制
度
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
柏
労
働
基
準
監

督
署
電
（
“
）
０
２
４
５

｡

消防士

保母（父）

福祉総合職
司書
学芸員

住民票または普通自動車運転免許

証の写しのいずれか1通

保母（父）の資格証明書（取得見
込証明書）

資格免許証の写し、取得見込みの

方は卒業（見込）証明書

名 称

①

②

③

④

※サイクルパーク・天王台南には一時利用（1回100円）のコーナー

があり、母子・父子家庭については、定期使用料が減免されます。

サイクルパーク・天王台南

、‐凸

天王台駅南口第1自転車駐車場

天王台駅北口第1自転車駐車場

天王台駅北口第2自転車駐車場

2.200

600

700

650

収容台数

自転車 原付

85

100

100

100

管理人

勤務時間

6:00～10:00

16:00～21:00

6:00～10:00

定期使用料

1か月

自転車810円

原付2,030円

年間

自転車3,720円

原付7,320円

職種

消防士

保母（父）

福祉総合職

司書

学芸員

採用予定数

4名程度

3名程度

4名程度

1名

1名

受験資格

男

男
・
女

男
・
女

男
・
女

男
・
女

昭和47年4月2日から昭和55年4月1日生まれの

方で学歴を問わない

昭和44年4月2日から昭和53年4月1日生まれで
資格を有する方及び平成10年3月31日までに資格
取得見込みの方

昭和42年4月2日から昭和53年4月1日生まれで
短・大卒以上で専門課程を修了した方又は平成10
年3月31日までに修了見込みの方、高校卒以上で
2年以上精神薄弱者の福祉に関する事業に従事し
た方又は精神薄弱者の更生援謹に関し相当の学識
経験を有すると認められる方

昭和44年4月2日から昭和53年4月1日生まれで
資格を有する方及び平成10年3月31日までに資格
取得見込みの方

昭和44年4月2日から昭和51年4月1日生まれで
生物学を専攻し、学芸員の資格を有する方及び平
i成10年3月31日までに資格取得見込みの方

或濁の舅雲空中

l震ず繊穆
采
を
高
め
る
と
と
も
に
、
薬
剤
の
※
雨
天
、
強
風
、
濃
霧
の
場
合

過
剰
使
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
同
は
順
延
と
な
り
ま
す
。
日
程
変

時
に
、
良
質
米
の
安
定
生
産
を
図
更
の
場
合
は
、
広
報
車
・
防
災

る
う
え
で
も
、
重
要
な
防
除
手
段
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

で
す
。
◎
農
薬
散
布
中
は
、
次
の
二
と

今
年
も
、
次
の
と
お
り
腱
薬
空
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
散
布
を
行
な
い
ま
す
。
①
農
薬
散
布
中
は
、
散
布
水
田

皆
ざ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
区
域
内
で
の
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン

ま
す
。
グ
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
。
場
所
７
月
幻
日
（
体
）
②
薬
剤
が
身
体
等
に
付
着
し
た

…
利
根
川
沿
い
水
田
７
月
”
日
場
合
は
、
念
の
た
め
入
浴
、
う

（
火
）
…
手
変
沼
沿
い
水
田
が
い
、
衣
類
の
洗
濯
を
、
ま
た
、

▼
時
間
午
前
４
時
訓
分
頃
か
ら
車
両
等
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
稲
８
時
訓
分
頃
ま
で
（
天
候
等
の
状
洗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

の
農
薬
空
中
散
布
は
、
広
域
一
況
に
よ
り
、
終
了
時
間
が
遅
れ
る
▼
問
い
合
わ
せ
鰹
政
課
云

斉
防
除
を
す
る
こ
と
で
防
除
効
場
合
が
あ
り
ま
す
）
弱
）
１
１
１
１
内
線
５
１
２

講座名

一太郎（ワープロ）

検定講座（一般）

(学生）

エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）

ウィンドウズ95

パソコン通信

※1単元は、90分間です。

※受講料には､テキスト代が含まれます。

また、パソコン通信講座は、通信代が

含まれます。

※パソコン通信講座は、パソコンで文字

入力できる方が対象です。

初級編

中級編

ビジネス編

単元

8

13

11

８
４
８
2

4

受講料

21,000円

31,500円

26,200円

21,000円

15,700円

29,400円

4,800円

12,900円
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「
鉄
道
の
部
屋
、
と
い
う
の
を

作
る
の
が
、
若
い
頃
か
ら
の
夢
で

し
た
」
と
い
う
安
川
定
雄
さ
ん
。

東
京
の
四
谷
駅
近
く
で
生
ま
れ
育

ち
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
電
車
を
見
た

り
、
列
車
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
の

が
大
好
き
だ
っ
た
。
「
普
通
は
大

人
に
な
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
ん
で

し
ょ
う
が
、
私
の
場
合
、
ま
す
ま

す
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
ね
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

長
年
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
第
一

歩
は
、
翠
年
前
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
時
に
踏
み
出
し
た
。
ま
ず

模
型
の
列
車
を
走
ら
せ
る
た
め
、

鴨
居
に
板
を
つ
け
て
ぐ
る
つ
と
線

路
を
し
つ
ら
え
た
部
屋
を
作
り
、

前
々
か
ら
関
心
が
あ
っ
た
鉄
道
に

関
連
す
る
部
品
の
収
集
を
本
格
的

新着鴎娑舗のご利用を
函
、
、
三
博
物
館
厳
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

現
在
猫
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
２
７
５
本
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
２
９

６
本
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
新
た
に
唾
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
５

本
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）

８
本
を
職
入
し
ま
し
た
。

ご
家
族
や
お
友
だ
ち
同
士
で
映

画
会
を
開
い
て
、
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
映
写
機
を
操
作
す
る
た

め
に
は
、
猫
ミ
リ
映
写
機
操
作
講

習
修
了
証
が
必
要
で
す
。

ぐ
新
着
フ
イ
ル
ム
「
口
卜
の
紋
章
」

に
始
め
た
。
集
め
た
の
は
、
列
車

に
架
け
て
あ
る
行
き
先
方
向
板
や

列
車
愛
称
板
駅
名
表
示
板
、
Ｓ

Ｌ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
や
尾
灯
な
ど

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
も
の
ば
か
り
。
Ｊ
Ｒ
の
管

理
局
な
ど
で
放
出
品
が
あ
る
と
い

う
情
報
を
剛
け
ば
、
ど
ん
な
に
遠

く
て
も
飛
ん
で
い
き
、
認
年
間
で

☆
新
着
脂
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

＊
「
名
犬
物
語
」
加
分
＊
「
よ

っ
ち
ゃ
ん
の
不
思
議
な
ク
レ
ヨ
ン
」

翠
分
＊
「
サ
ン
セ
ッ
ト
サ
ン
ラ

イ
ズ
」
⑲
分
＊
「
さ
る
カ
ニ
合

戦
い
じ
め
っ
こ
ザ
ル
と
正
直
カ

ニ
さ
ん
」
哩
分
＊
「
ロ
ト
の
紋

章
」
娼
分

☆
新
着
ビ
デ
オ

＊
０
１
１
５
７
と
食
中
毒
調
理

場
で
の
対
策
」
画
分
＊
こ
れ
で

安
心
／
，
「
親
子
で
学
ぶ
食
中
毒
予

防
」
虹
分
＊
「
プ
レ
イ
ン
・
ク

ラ
ッ
シ
ヤ
ー
」
加
分
＊
「
一
緒

に
歩
こ
う
よ
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
る
た
め
に
」
詔
分
＊
「
か

む
か
む
か
も
う
か
む
こ
と
の
た

い
せ
つ
さ
」
鵡
分
＊
「
破
滅
へ

の
シ
グ
ナ
ル
」
釦
分
＊
「
私
は

男
女
平
等
を
憲
法
に
書
い
た
」
だ

分
＊
乳
が
ん
「
そ
の
予
防
と
治

療
」
加
分

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
理
１
１
５
１

５
８
３
点
を
収
集
。
中
に
は
被
爆

こ
ん
せ
さ

の
痕
跡
が
残
る
「
ひ
ろ
し
ま
」
の

駅
名
表
示
板
、
明
治
時
代
の
発
車

ラ
ン
プ
な
ど
黄
重
な
品
も
懲
・
．
。

こ
れ
ら
の
品
々
を
整
然
と
並
べ

た
「
鉄
道
の
部
屋
」
は
、
ま
る
で

ミ
ニ
博
物
館
の
よ
う
だ
。

「
念
願
を
か
な
え
た
こ
の
部
屋

で
、
蒸
気
機
関
車
走
行
音
の
レ
コ

22年かけて鉄道関連
部品583点を収集した

やすかわさだお

安川定雄さん
(中里）

Ｉ
ド
を
か
け
て
鉄
道
模
型
を
走

ら
せ
る
と
、
最
高
の
気
分
で
す
。
」

こ
の
模
型
と
い
う
の
も
、
実
物

の
帥
分
の
１
の
大
き
さ
（
Ｈ
Ｏ

ゲ
ー
ど
の
本
格
的
な
も
の
。

巧
年
前
に
新
聞
社
を
退
職
し

て
か
ら
は
「
青
春
超
キ
ッ
プ
」

を
利
用
し
て
気
ま
ま
な
旅
も
楽

し
ん
で
い
る
が
、
「
車
輪
や
ポ

イ
ン
ト
切
り
替
え
の
音
を
聞
い

て
い
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

寝
台
車
に
乗
っ
た
っ
て
、
寝
て

な
ん
て
い
ら
れ
や
し
ま
せ
ん
」
。

こ
れ
ほ
ど
に
鉄
道
を
愛
す
る

安
川
さ
ん
、
「
最
近
は
単
線
の

ま
ま
、
成
田
線
の
列
車
の
本
数

を
増
や
す
方
法
、
な
ん
て
い
う

こ
と
も
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
目
を
輝
か
せ
る
。

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
、
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
営
業

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
、
三
角
屋
根
の
切
符

売
り
場
、
機
関
車
の
格
納
庫
に
描

か
れ
た
可
愛
い
絵
が
、
子
ど
も
た

ち
を
小
さ
な
メ
ル
ヘ
ン
の
旅
に
お

誘
い
し
ま
す
。

▼
営
業
時
間
７
月
四
日
（
士
）
か

1

▼夏休みおたのしみ会日程
暑
い
夏
、
涼
し
い
所
で
絵
本
や

む
か
し
話
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
や
素

話
で
、
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

次
の
日
程
で
〃
夏
休
み
お
た
の

し
み
会
″
を
開
催
し
ま
す
。
４
歳

か
ら
、
歳
位
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

ら
８
月
型
日
（
日
）
ま
で
（
た
だ
し
、

雨
天
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

▼
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
５
時

▼
場
所
手
賀
沼
公
園
内

▼
利
用
料
金
＊
ミ
ニ
ｓ
Ｌ
…
１

周
１
０
０
円
＊
レ
ン
タ
サ
イ
ク

夏
休
み
お
た
の
し
み
会

｢ひまわり号｣でぶとう狩り
とパー ｷｭー に行こう

障
害
者
も
健
常
者
も
共
に
住
み

良
い
社
会
づ
く
り
、
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ト

レ
イ
ン
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
今
年

も
走
り
ま
す
。

秋
の
一
日
を
、
障
害
者
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程
９
月
詔
日
（
且

▼
行
き
先
千
代
田
町
（
茨
城
県

新
治
郡
）

▼
募
集
人
数
障
害
者
、
名
、
同

伴
者
（
家
族
）
知
名
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ー
７
０
名
（
先
着
順
）

近
く
の
会
場
ま
で
集
ま
れ
。

▼
日
程
左
表
参
照

▼
内
容
ス
ラ
イ
ド
、
素
話
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
（
３
会
場
・

各
回
と
も
す
べ
て
同
じ
内
容
で
す
）

▼
入
場
料
無
料
（
直
接
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
じ

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
垂

（
鍵
）
１
１
１
０

ル
…
３
時
間
５
０
０
円
（
３
時
間

以
降
１
時
間
超
え
る
ご
と
に
１
０

０
円
）
、
小
学
生
以
下
は
半
額

▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
我
孫
子
市

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
壷
（
配
）
１
１
３

０
（
た
だ
し
、
土
・
日
暇
日
・
祝

日
を
除
く
）

柏
市
大
室
及
び
花
野
井
地
先
の

東
京
電
力
送
電
線
鉄
塔
２
基
に
、

航
空
機
安
全
航
行
の
た
め
の
、
高

光
度
航
空
障
害
灯
貢
ト
ロ
ボ
式
）

を
、
平
成
加
年
５
月
（
予
定
）
か

ら
昼
間
に
限
り
点
灯
し
ま
す
。

’

な
お
、
夜
間
は
通
常
の
赤
色
灯

が
点
灯
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
東
京
電
力
（
株
）

新
京
葉
送
電
線
工
事
事
務
所
垂

（
顕
）
６
１
０
０

U

６
月
翠
日
百
）
、
知
的
障
害
者

更
生
施
設
あ
ら
き
園
の
祭
り
が
、

利
用
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
皆

な
り
ま
し
た

ヨ
オ
ン
に
よ

が
ほ
と
ん
ど

は
ろ
じ
鋤
ん

「
春
紫
苑

ン
ク
が
か
つ

な
だ
れ
る
よ

切
る
と
中
は

ひ
め
じ
ょ
お
ん

「
姫
女
苑

花
が
た
く
さ
ん
目
に
つ
く
よ
↑

六
月
に
入

く
さ
む
ら
で

｢あらき園祭」に
約仙⑪人が参加 。

四
月
頃
は
ヒ
メ
ジ

く
似
た
く
ル
ジ
オ
ン

で
し
た
。

」
は
多
年
草
で
、
ピ

た
花
の
つ
ぼ
み
を
う

う
に
垂
ら
し
、
茎
を

中
空
で
す
。

」
は
二
年
草
で
〈

る
と
、
あ
ち
こ
ち
の

毛

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の

ヒメジョオン
利用者と地域の皆さん

が交流を深める (きく科）
フ
に

ル
ジ
オ
ン
よ
り
も
一
か
月
ほ
ど

遅
れ
て
花
を
つ
け
、
茎
の
中
は

白
い
髄
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
者
は
北
米
原
産
の
帰
化
植

物
で
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
は
幕
末

に
、
ハ
ル
ジ
オ
ン
は
大
正
時
代

に
渡
米
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

両
者
と
も
花
の
中
央
部
に
多

数
の
筒
状
花
が
円
形
に
集
ま
り
、

周
辺
に
は
幅
の
細
い
舌
状
花
が

多
数
並
ん
で
い
ま
す
。

北
ア
メ
リ
カ
で
は
ヒ
メ
ジ
ョ

オ
ン
を
利
尿
や
結
石
の
薬
に
、

ハ
ル
ジ
オ
ン
も
利
尿
剤
や
健
胃

薬
と
し
て
使
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
「
姫
女
苑
蝶
つ
と
は
な
れ
る

そ
の
速
さ
」

阿
部
み
ど
り
女

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

約
４
０
０
名
が
参
加
し
て
、
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

同
祭
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
あ

ら
き
園
利
用
者
へ
の
理
解
を
求
め
、

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
蒸
し
暑
ざ
の
中
、
福

祉
作
業
所
「
み
ず
き
」
、
和
楽
園
、

み
ど
り
園
の
利
用
者
が
大
勢
友
情

応
援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
模
擬

店
で
は
、
各
園
利
用
者
の
作
品
も

展
示
販
売
し
、
大
盛
況
。

ま
た
、
催
し
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
出
演
。
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
湖
北
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
川
村

学
園
女
子
大
学
の
皆
さ
ん
と
利
用

者
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
な
ど
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

パ
ン
食
い
競
争
で
は
、
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
る
パ
ン
が
食
べ
ら
れ
ず
、

思
わ
ず
手
を
使
っ
て
し
ま
う
一
幕

も
：
．
。
利
用
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
体
と
な
り
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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尺
崇

弓 日程・定員

7月22日(火）
(各回60名）

7月24日(木）
(各回50名）

7月25日(金）
(各回80名）

時間

①午j、：00～11：45
②午後1：30～2；15

①午前11：00～1］
②午後1：30～2
③午後3：00～3

①午前11：00～11
②午後I30～2
③午後3：00～3：

45

15

45

45

15

:45

喝所

湖北地区公民館
第1学習室

図書館布佐分館
第1会議室

市民会館
第4．5会識室

送
電
鉄
塔
に
高
光
度

航
空
障
害
灯
を
設
置
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１
１ |’ |’ ’我孫子の文化を守る会

第51回史跡文学散歩
ちはる

千春ちゃん
(寿｡1歳4か月）す 伝曰時7月20日(祝)午前8時30

分JR布佐駅改札口集合、正午解

散予定（小雨決行）

し行程柳田國男ゆかりの地を訪

ねる（竹内神社、徳満寺など）

し参加費300円（資料代含む）

し申し込み・問い合わせ電話で
ひょうとう

7月19日(土)までに兵藤冠(82)72

11へ

こ
や
が
ち
ゃ

↑

すずき

ん
１月
ん
か
く
２

や
哉
礒

哩
伸
台

、

[壺杢‘盤 L 』

｜卜“ ’甲
L一コ

a 回国回

牛乳パックを利用した、押し花

入りハガキ作りに挑戦しましょう。

伝曰時・場所8月6日(水)午後

1時から3時、知的障害吉壼牛施

設「あらき園」

修対象小学生以上

陵定員先着15名

伝参加費無料（下じき持参）

骸申し込み・問い合わせ電話で

あらき園蚕(88)4188へ

r

倖日時7月25日(金)午前8時45

分市民会館駐車場集合(雨天決行）

伝見学先ミヨシ株式会社（東京

｜

身

都墨閑灰）

伝定員先着30名

傍参加費無料(昼食は各自持参）

し申し込み・問い合わせ電話で

商工観光課冠(85)1111内線329へ

陰日時7月29日(火)午前10時か

ら正午（荒天中止）、参加費無料

朕集合場所中央公民館

抄定員先着30名

し申し込み．問い合わせ電話で
1⑰水

17木

亟菫
19土

商工観光課念(85)1111内線329へ

鰯
霞
フ
月
翻
鰯

伝曰時8月23日(土）・24日(日）

いずれも午前10時から午後3時

し場所手賀沼親水広場

し内容自然や水質の観察、実験

陵対象・定員小学4年生から中

学生とその保護者、各日先着30名

惨参加費無料（弁当持参）

シ申し込み・問い合わせ電話で

つ

品

手賀沼親水広場盆(84)0555へ

’シ日時8月25日(月)から28日
（木）午前10時から午後4時（だだ

し、28日は午後2時まで）

陰場所県生涯大学校京葉学園

（千葉市中央区）、入場無料

医内容書、絵画、彫刻、陶芸他

し問い合わせ県生涯大学校事務

局冠043(266)4705

陰展示期間8月24日(日)まで、
■

(月曜日は休館、ただし月曜日が

祝・休日の場合は翌日に休館） 鍛
唖恥
｡●■

惨開館時間午前9時30分から午

後4時30分(入館は午後4時まで）

し場所函向庵9ｺ民俗博物館（J

R佐倉駅からバスで約15分）

し入館料大人420円、高校・大

学生250円、小・中学生110円

鯵問い合わせ同博物館展示課教

霧’
育普及係査043(486)0123

三

§職予防教室参加者 納税は便利な口座振替で
7月31日(木)は、固定資産税・

都市計画税第2期分の納付期限で

す。忘れずに納めましょう。

なお、口座振替にすると納め忘

れもなく便利ですので、ぜひご利

用ください。

=収税課窓(85)1111＝

定例教育委員会市内中学校演劇発表会．
湖北高校との演劇交歓会

市民ソフトテニス教室

夏休み｢紙すき教室」 |M身障害児鰄学･絹柵
寿交番が女性相談交番に
痴漢などでお悩みの方は相談を

小中学生のワークキヤンプ参加者
｢ボランティア体験をしてみよう」

石けん工場見学会

(社）日本損害保険協会
無料交通事故相談第8回家庭婦人オープン

トリプルダブルス卓球大会

手賀沼船上視察 ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(日IIWI当番医・1週間の行璽IF）

田繩)1313
高校生のためのボランティア
体験教室参加者

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 田(85） H1ⅢI

ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 駐(開)60叩

Z1e

22火

23水

24木

2⑰土

Z7e

〃休日当番医＝テレホンサービス
参休日救急趨科診凍日＝休日救急歯科診鰻所(市民会館内)9:00～11:30
画市民会館・市民図塞館休館
‐つつじ荘・雪部福祉センター休鼈

K夢法律相談＝市民相談室9:30～15;30(予約制）
”鳥の博物館休館

〃7月29日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）
虚地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00
〃鳥の博物館休館

画一人権相談＝厚生課10:00～15:00
〃行政相談＝市民相談室10;00～12:00

〃水道料金納入期限＝口座振替日

”市役所閉庁(一部の施設は除く）

Eｦ．日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診磯日=休日救急歯科診爵新(市民会館内)9:00~11:30

豆7月22日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
－市民ブラザ休館

K夢税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

〔ｦ市役所閉庁(一部の施設は除く）
画･少年の日

＝日曜当番医＝テレホンサービス~翠庵の日
－－休日救急幽科診疲日＝休日救急幽科診醗所(市民会館内)9:00～11:釦
雪結鱈相醗＝社会掴祉協8親会10:00～14:00
＝市民図画館休函<率館は除く）
＝つつじ荘・西部癌祉センター休館

[薮心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00

〃地域リハビリ教室＝保健センター13:30～15:00
《蚕市民会館・市民図書館・脇の博物館休館
言市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

・つつじ荘・西部福祉センター休館

【藪・8月7日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

四国民健康保険税第2期納期限
面国民年金保険料払込期限＝口座振琶日

淵と子孵賀柵上学習会
第4回懐メロの集い

干葉県薑察官

千葉県生涯大学校作品展
あびこ子ども劇場公演
rぼくたちの南十字星」 わが家の犬・猫の写真

コンクール作品

歴史民俗博物館企画展
r時代を語る染と織」

野村生涯教育勉強会

｢婚|蝋<mろう｣割I者


